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おことわり 

・ 本資料に記されている医薬品名については、内容の伝わり易さを考慮し、

一般名や商品名での表示が混在している場合がございます。 

・ 本資料では、スライドの印刷が不鮮明な部分がございます。 

日本医師会ホームページ 

    http://www.med.or.jp/doctor/kakari/kakarieizou/  

にて資料等を掲載いたします。ご活用ください。 
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かかりつけ医の感染対策 
【目 標】 

2019 年末に発生した新型コロナウイルス感染症は、全世界に流行が拡大し、発生か
ら 2 年半が経過した現在も収束は見えていない。新型コロナウイルス感染症の流行
は、エビデンスに基づく感染対策の実施、医療機関の連携による地域の感染対策の必
要性、有事への対応など、わが国の医療提供体制における様々な課題を明らかにし
た。 
本講は、「かかりつけ医の感染対策」として、新型コロナウイルス感染症の診断と治

療をはじめ、診療所における有効的な感染対策や、感染症診療に関する連携の必要
性、かかりつけ医としての対応や心構え等について理解を深めることを目標とする。 
また、令和 4 年度診療報酬改定では、平時からの感染防止対策の実施や、地域の医

療機関が実践する感染症対策への参画についても評価されることとなった。新設され
た「感染対策向上加算 1・2・3」、「外来感染対策向上加算」についても概説する。 
 

【キーワード】 

感染症診療の臨床像、連携、診療所の感染対策、有事への対応 

 
 

 

沖縄県立中部病院感染症内科・地域ケア科 副部長 高山
たかやま

 義
よし

浩
ひろ

 
【略歴】1995 年東京大学医学部保健学科、2002 年山口大学医学部医学科卒。九州医療センター、九州大学病

院、佐久総合病院、厚生労働省での勤務を経て、2010 年より沖縄県立中部病院にて勤務。2015 年より日本医師

会総合政策研究機構非常勤研究員を務め、2020 年より厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部参与

を併任。沖縄県政策参与も務める。 

公益社団法人日本医師会 常任理事 釜萢
かまやち

 敏
さとし

 

【略歴】1978 年日本医科大学卒。日本医科大学付属第一病院小児科での勤務の後、1988 年より小泉小児科医院

院長。高崎市医師会理事・副会長・会長を経て、2011 年より群馬県医師会参与、2014 年より日本医師会常任理

事。 

【賞罰】藍綬褒章受章 

【専門】小児科 
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フレイル予防・対策 
【目 標】 

高齢化が進む中で、生き生き快活な高齢期を送るには、身体が健康であるだけでは
不十分であり、生きがい・社会参加・地域貢献・多世代交流などの活力を生む処方箋
が地域の中で求められる。そのためには目前に迫った高齢化の問題を、医療面だけで
なく、心理面や社会・人間関係、生きがいを持った就労や経済活動、ひいては地域活
性化などの視点も重要になってくる。 
健康長寿社会の実現に向けて、わが国は大きな分岐点に立っている。行政主導の公

的財源によるヘルスケア施策に頼るだけではなく、住民活力を中心とした自助・互助
の地域づくりを再強化する必要がある。そのために、フレイル（虚弱）は身体的・精
神心理的／認知的・社会的などの多面性が特徴的であり、その負の連鎖で自立度が低
下していくことをまずは理解する。さらに、フレイル予防・対策のための 3 つの柱
（栄養・運動・社会参加）をいかに日常生活に少しでも実践してもらえるのかが鍵に
なる。低栄養や食の偏りを一つ例に挙げても、医学的な問題だけではなく、地域との
つながりや生活の広がりに関連し身体活動度も左右されることもあり、食内容だけで
はなく食環境の変化も視野に入れて包括的に考える必要がある。 
以上より、普段から多様な地域資源の存在、および活用方法を意識しておき、従来

の処方だけではなく、社会的処方の重要性も認識すべきである。そのために、多職種
での連携を今まで以上に意識しておく必要がある。 
 

【キーワード】 

フレイル・サイクル、多職種連携、地域社会資源、一体的実施とフレイル健診、包括
的評価と社会的処方 
 
 

 

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 理事長 鳥羽
と ば

 研二
け ん じ

 
【略歴】1978 年東京大学医学部卒。東京大学医学部にて勤務の後、テネシー大学生理学研究員、フリンダース

大学老年医学研究員、東京大学医学部助教授、杏林大学医学部高齢医学主任教授・杏林大学病院もの忘れセンタ

ー長を経て、2010 年国立長寿医療研究センター病院長・理事長・総長、2019 年より東京都健康長寿医療センタ

ー理事長、国立長寿医療研究センター理事長特任補佐。 

東京大学 高齢社会総合研究機構 機構長・未来ビジョン研究センター 教授 飯
いい

島
じま

 勝
かつ

矢
や

 

【略歴】東京慈恵会医科大学医学部卒。東京大学大学院医学系研究科加齢医学講座講師、米国スタンフォード大

学医学部研究員等を経て現在に至る。 

【専門分野】老年医学、老年学（ジェロントロジー：総合老年学） 

【専門研究分野】①フレイル予防の高齢者大規模コホート研究および包括的フレイル予防プログラム構築、なか

でも新概念「オーラルフレイル」を構築し口腔機能の些細な低下を国民に啓発する運動論とエビデンス構築。②

千葉県柏市をフィールドとする課題解決型実証研究（アクションリサーチ）を基盤とした長寿社会に向けたまち

づくり・地域包括ケアシステム構築。③在宅医療に関する推進活動と臨床研究、およびその大学卒前教育や多職

種連携教育。 
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地域リハビリテーション 
【目 標】 

地域包括ケアシステムの構築にリハビリテーション(以下、「リハ」という。)は欠か
せず、医療や介護サービスとしてだけでなく、介護予防などにも医療機関等からの支
援が行われている。そのリハは、従来から中核となる心身機能の改善いわゆる機能訓
練の枠を超え、日常生活活動や社会参加を目指し、急性期から回復期そして生活期と
ステージごとに目標を定めて実施されている。 
地域リハはなじみが薄いと考えるが、障害のある子供から高齢者までを対象とし、

「住み慣れたところで、一生安全に、その人らしくいきいきとした生活ができるよ
う、保健・医療・福祉・介護及び地域住民を含め生活にかかわるあらゆる人々や機
関・組織が協力し合って行なう活動」(日本リハビリテーション病院・施設協会、2016
年)とされる。 
地域包括ケアと地域リハは、前者は地域共生社会、後者は包摂社会を目標とし、地

域ぐるみの支援体制を目指すなど共通点が多い。違いは、ケアとリハのサービス内容
となろう。このように、地域リハは地域包括ケアシステムの構築を支援する活動とし
て位置づけられ取り組まれている。 
国も都道府県ごとの支援体制づくりを推進しており、全国 40 都道府県で何らかの支

援体制ができている。これからの推進には医師会のリーダーシップと理解が不可欠で
あり、とくにかかりつけ医が地域住民に介護予防を目的とする「通いの場」への参画
を促すなど、自立して自分らしい在宅生活が継続されるよう支援していただくことが
期待される。 
 

【キーワード】 

活動と参加、都道府県ごとの支援体制、介護予防と通いの場、地域づくり 

 
 

 

医療法人共和会小倉リハビリテーション病院 名誉院長 浜村
はまむら

 明徳
あきのり

 
【略歴】1975 年長崎大学医学部卒。長崎大学医学部整形外科、長崎労災病院整形外科、国立長崎中央病院整形

外科等にて勤務の後、1992 年国立療養所長崎病院副院長となる。1998 年に南小倉病院院長、2003 年日本リハ

ビリテーション病院・施設協会会長、2011 年には全国老人保健施設協会副会長を務め、現在は日本リハビリテ

ーション病院・施設協会名誉会長、小倉リハビリテーション病院名誉院長。他にも介護老人保健施設“伸寿苑”施

設長、福岡県介護予防市町村支援委員会委員長、北九州ブロック介護老人保健施設協会会長を務める。 

【長崎県における活動】1978 年から 1998 年長崎県リハビリテーション協議会代表、1998 年に長崎奉行を拝命

【専門】地域リハビリテーション、高齢者リハビリテーション、地域包括ケア 

でも新概念「オーラルフレイル」を構築し口腔機能の些細な低下を国民に啓発する運動論とエビデンス構築。②

千葉県柏市をフィールドとする課題解決型実証研究（アクションリサーチ）を基盤とした長寿社会に向けたまち

づくり・地域包括ケアシステム構築。③在宅医療に関する推進活動と臨床研究、およびその大学卒前教育や多職

種連携教育。 
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日医かかりつけ医機能研修制度 応用研修講義要綱【シラバス】 
応用研修 第 3 期 4-7 

かかりつけ医と精神科専門医との連携 
【目 標】 

わが国の自殺者数は依然として 2 万人を超えて推移しており、例年その多くがうつ
病等の何かしらの精神疾患を抱えていたことが指摘されている。さらに、今般のコロ
ナ禍において、2020 年の自殺者数は 11 年ぶりに増加に転じている。うつ病等の精神
疾患では、精神症状以外に、疼痛（頭痛、腰痛）・胃部不快・動悸・めまい・生理不順
等の身体症状に出ることが多く、精神科以外（内科等）のかかりつけ医を受診するこ
とが多い。 
このため、かかりつけ医によるうつ病等の精神疾患に係る診断・治療技術向上を図

るとともに、かかりつけ医と精神科医との適切な連携の必要性を事例を通して理解す
る。 
 

【キーワード】 

かかりつけ医、精神疾患（特にうつ病）、精神科との連携 

 
 

 

地医療法人社団東京愛成会高月病院 院長 長瀬
な が せ

 幸弘
ゆきひろ

 
【略歴】1998 年日本大学医学部卒。東京医科歯科大学、医療法人社団正慶会栗田病院にて勤務の後、国立精

神・神経医療研究センター精神医療政策研究部客員研究員を経て、日本大学医学部精神医学系精神医学分野臨床

准教授となり、2021 年より医療法人社団東京愛成会高月病院院長に就任、2022 年より東京医科歯科大学精神行

動医科学分野臨床教授を併任。 

地方独立行政法人岡山県精神科医療センター 院長 来
き

住
し

 由樹
よ し き

 

【略歴】1990 年岡山大学医学部卒。湘南鎌倉病院、茅ヶ崎徳洲会総合病院、岡山大学病院、医療法人造山会ま

きび病院での勤務を経て、2012 年岡山県精神科医療センター副院長となり、2015 年より岡山県精神科医療セン

ター院長。また、日本精神科救急学会副理事長、日本司法精神医学会理事、岡山県精神保健福祉審議会委員等を

務める。 

【所属学会】日本精神神経学会、日本児童青年精神医学会、日本司法精神医学会、日本精神科救急学会等 
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日医かかりつけ医機能研修制度 応用研修講義要綱【シラバス】 
応用研修 第 3 期 5-7 

オンライン診療のあり方 
【目 標】 

オンライン診療とは、遠隔医療のうち、医師－患者間において、情報通信機器を通
して患者の診察及び診断を行い診断結果の伝達や処方等の診療行為をリアルタイムに
より行う行為である。医師、患者及び関係者が安心できる適切なオンライン診療の普
及に向けて、平成 30 年に「オンライン診療の適切な実施に関する指針」（以下「指
針」という。）が策定された。指針は、自由診療・保険診療ともに適用される。 
新型コロナウイルス感染症の世界的流行を受け、非接触型の医療が必要な場面が出

てきた。また政府の方針もあり、かかりつけの医師による実施を原則として、初診か
らのオンライン診療が認められた。 
オンライン診療は、対面診療に比べて得られる情報が少ない。外国においては死亡

事例も報告されており、対面診療と適切に組み合わせて実施する必要がある。 
厚生労働省は、オンライン診療を実施する医師に対し、指定する研修の受講を義務

としている。また、オンライン診療に適している症状、処方に際し検討が必要な医薬
品について、各学会によりエビデンスの蓄積と基準の整備が進められている。 
日本医師会は、かかりつけ医がオンライン診療を始める際の一助となるよう、『オン

ライン診療入門～導入の手引き～』を作成した。 
営利目的の事業者やオンライン診療専門医療機関に跋扈

ば っ こ

を防ぎ、地域医療を守るた
め、かかりつけの医師による適切なオンライン診療の推進が望まれる。 
 
 

【キーワード】 

かかりつけの医師によるオンライン診療の実施、オンライン診療の適切な実施に関す
る指針、オンライン診療の実施に係る研修 

 

 

 

医療法人社団聡伸会今村医院 理事長・院長 今村
いまむら

 聡
さとし

 
【略歴】1977 年秋田大学医学部卒。三井記念病院、神奈川県立子供医療センター医員、神奈川県立こども医療

センターでの勤務の後、浜松医科大学講師、静岡県立総合病院医長を経て、1991 年に今村医院院長、1999 年よ

り医療法人社団聡伸会今村医院理事長。板橋区医師会にて理事、副会長、監事、東京都医師会にて監事、理事を

歴任し、日本医師会常任理事を経て 2012 年から 2022 年まで日本医師会副会長。 

【賞罰】公益社団法人日本麻酔科学会功労賞 

【専門】内科、麻酔科 
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日医かかりつけ医機能研修制度 応用研修講義要綱【シラバス】 
応用研修 第 3 期 6-7 

新型コロナウイルス感染症と 
かかりつけ医～事例検討を通して～ 

【目 標】 

新型コロナウイルス感染症は、2020 年 1 月に国内で最初の感染者の報告があって以
来、流行の波を繰り返しながら、現在も完全な収束を見ていない。また、ウイルスは
巧みに変異を起こし、感染力や重症化を強めることで、「医療の逼迫化」を引き起こし
た。多くの急性期病院では、入院患者で溢れ、通常の診療や手術もままならない状況
が続いた。 
かかりつけ医も、ワクチン接種や発熱外来、自宅療養者のケア等、地域医療の崩壊

を防ぐべく、医師会を中心に様々な対応を行った。特に自宅療養者のケアでは、本来
入院治療が必要な患者でも、病床が確保できず、やむなく自宅で酸素療法や薬物治療
を行わなければならない事態も発生した。 
そして、その中で新たな問題も浮き彫りになった。地域におけるコロナ対策は、医

療のみに留まらないということである。例えば、感染者の同居家族に、認知症などの
要介護者がいた場合、主介護者が入院することで、濃厚接触者となった要介護者の介
護をどのように継続するかという問題である。これは医療のみ（保健所のみ）では解
決できず、地域の包括ケアシステム全体で対応しなければならない。まさに平時の地
域包括ケアシステムの力が試される事態となった。これからのかかりつけ医は、保健
所や行政との連携、そして地域包括ケアシステムにおける多職種連携をさらに強め、
新型コロナウイルスを含めた新興感染症に対峙していく必要がある。 
 

【キーワード】 

新型コロナウイルス感染症、地域包括ケアシステム、多職種連携 
 
 

 

医療法人社団家族の森多摩ファミリークリニック 院長 大橋
おおはし

 博樹
ひ ろ き

 

【略歴】獨協医科大学卒。武蔵野赤十字病院、聖マリアンナ医科大学総合診療内科、筑波大学附属病院総合診療

科、亀田総合病院家庭医診療科にて勤務の後、2006 年川崎市立多摩病院総合診療科医長。2010 年に多摩ファミ

リークリニックを開業し、かかりつけ医として診療を行う傍ら、総合診療専門研修の専攻医を受け入れ、指導を

行っている。その他にも川崎市医師会理事、日本プライマリ・ケア連合学会副理事長・認定家庭医療専門医、東

京医科歯科大学臨床教授、聖マリアンナ医科大学臨床教授を務める。 

医療法人社団清水メディカルクリニック 理事長・副院長 清水
し み ず

 政
まさ

克
かつ

 

【略歴】三重大学医学部医学科卒。神戸大学大学院医学系研究科博士課程修了。神戸大学医学部附属病院循環器

内科・総合診療部等で診療に従事。2012 年に清水メディカルクリニックを開設し、2020 年より清水メディカル

クリニック理事長・副院長。地域で外来診療及び在宅医療に取り組んでいる。 

【資格・学会活動】医学博士、日本内科学会総合内科専門医、日本プライマリ・ケア連合学会認定医・指導医、

日本プライマリ・ケア連合学会代議員、日本在宅医療連合学会代議員、日本緩和医療学会代議員、日本ホスピ

ス・在宅ケア研究会理事、日本在宅ホスピス協会理事 
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